
災害時・緊急時の対応について

暴風警報

その他の天候 ●一律に休校となる場合にはＨＰおよび当日登塾予定の生徒に連絡します。

●それ以外については、原則通常通り授業を実施します。

●登塾については各家庭のご判断でお願い致します。

地震

震度5弱以上 ●授業は即中止します。

●すぐに保護者に連絡を致します。

●発生後1時間以内に保護者にお迎えに来ていただきます。

●発生後1時間を目安として安全な場所に避難をします。

※避難場所（広域避難場所）

※各家庭のへのお願い

震度4以下 ●状況をみて授業が再開できない状態にある場合は、保護者に連絡をします。

※帰宅が望ましい場合、危険度等を鑑みて、保護者と帰宅方法を協議の上帰宅して頂きます。

インフルエンザ

体調急変 ●授業中に体調が急変した場合即授業を中止致します。

ケガなど ●発熱がみられる場合には、体温の計測を行い、状態の確認をします。

●病状により、その後の対応を決め、保護者に連絡します。

●大きなケガや重篤な状況の場合には、「１１９」にて医療機関に救急搬送をします。

連絡先 ０４５－３３７－３１５５
l-labo@st-community.jp（教室メールアドレス）
横浜市保土ヶ谷区宮田町1－4－13　ＴＨステラＡ‐2階

2013.2改訂

●連絡手段としては、電話回線の混雑が予想されますので、電話での連絡が出来ない場合は、
「災害用伝言ダイヤル（１７１）」や携帯電話会社各社の提供する「災害用伝言版」にて安否確認・
避難場所についての情報を連絡します。

●インフルエンザと診断された場合、またはその疑いがある場合には授業を欠席して頂きます。

※体温が37.5度以上、激しい咳などの症状がある場合、インフルエンザの診断の如何に関わらず、
欠席をご検討下さい。授業については、後日振替等で対応させて頂きますので、ゆっくりと体を休め
ることに専念して下さい。ご自身の健康回復および他の生徒、教室スタッフへの感染拡大の予防の
ため、ご理解、ご協力をお願いします。

※緊急時には「横浜市救急医療情報センター」あるいは「１１９」にて医療機関を照会ののち、救急
車両または教室スタッフが直接医療機関にお連れ致します。

天災

病気・ケガなどについて

●授業1時間前に警報が発令している場合には休講（後日振替）となります。

※授業中に警報が発令した場合、授業を中断する場合は保護者に連絡をとり、安全に帰宅できる
方法で帰宅していただきます。安全確保が難しい場合は安全に帰宅できる方法ができるまで教室で
待機してもらいます。

※通塾の経路・手段は各生徒によって異なります。一部交通機関の乱れや運休があったとしても近
隣の生徒や保護者の送迎が可能の方など、多少の悪天候でも通塾を楽しみにしている方もいらっ
しゃいますので、この点はご理解、ご了承ください。

※1時間以内に保護者の方のお迎えが出来ない場合、または連絡が取れない場合には、避難場
所にて保護者のお迎えを待ちます。（※避難場所は下記参照）

教室の建物または周辺での待機が難しい場合、保土ケ谷区震災時避難場所（地域防災拠点）に
従って、「宮田中学校」に避難します。周囲の火災等の状況により「宮田中学校」への避難が危険な
場合は、広域避難場所に指定されている、「川辺公園及び横浜ビジネスパーク一帯」へ避難をしま
す。

災害時にご家族でどのように対応されるかについて今一度お話合いをお願い致します。授業中は上
記のように対応致しますが、通塾中に被災した場合などについて、日頃から万が一の際の連絡手段
や避難場所について共通認識を持って頂ければと思います。


